
3 月の 行事予定 

日 曜   行事 きらり 

1 月 太極拳  

２ 火 バス散歩（うさぎ山公園 れもん以上） 出張ひろば 

３ 水 バス散歩（天竜川緑地 れもん以上）  

４ 木 ちいさなおなべの会  

５ 金 おおきくなったかな 誕生会 リズム（すだち） 弘子さんの知恵袋 

６ 土   

７ 日   

８ 月  妊婦支援 

９ 火 お弁当の日 卒園遠足  出張ひろば 

10 水 バス散歩（舞阪表浜東公園 あんず・すだち）  

11 木 リズム（すだち） どんぐりグループ 

12 金 職員研修日 休日 

13 土   

14 日   

15 月 かぜのディスカッション 太極拳 絵手紙 カンガルータイム 

16 火 バス散歩（森林公園 れもん以上） 出張ひろば 

17 水 バス散歩（竜洋昆虫公園 れもん以上）  

18 木  長期休暇支援 

19 金 リズム（すだち）  きらり講座 

20 土 春分の日  

21      日   

22 月  長期休暇支援 

カンガルータイム 

23 火 バス散歩（桶ヶ谷沼 れもん以上）  

24 水   

25 木   どんぐりグループ 

26 金 リズム（すだち）  

27 土 すだちの日  

28 日   

29 月  長期休暇支援 

30 火   

31 水   

 

    

 

    

 

 

                

 

保育園・ながかみ だより  文責 松下 幸江 

ながかみ保育園・事業所ながかみ  

浜松市東区中田町７７６番地 

 TEL ４１１－４８１１ 

 2021年 3月 1日発行 

 

令和２年度テーマ 

 「見つけよう」 好きなこと 
 

４月の予定 

 

１日（木）  入園のつどい 

5日（月）・6日（火） 重要事項説明会・ 

           職員紹介 

＊詳細は後日お手紙でお知らせします。 

20日（火）  お弁当の日 

23日（金）  誕生会 

 

 

転園 

そら組の及川 れいさん・あいさんが転園

します。元気で大きくなってね。 

 

できないことや苦手なことに、最後まで諦めずに一生懸命取り組ん

だ一年間。頑張れることでできるようになることを知った子どもた

ちは、自信で満ち溢れる姿にたくましく成長し、たくさんの感動を

与えてくれました。友だちやスタッフからアドバイスなど素直に受

け入れて行動に移すことでできたからこその姿だと思います。これ

からの困難や試練にも堂々と立ち向かっていくだろうと信じてい

ます。あと一ヶ月「ながかみの子で良かった」と子どもたちが胸を

張れる日々を過ごしていきますのでよろしくお願いします。加菜子 

●卒園遠足● 

９日（火）みんな一緒に歩く最後の遠足。

船明ダムを目指し心一つに頑張ります。

出発は 8：30 です。時間に遅れないよう

登園をお願いします。 

 
●すだちの日● 

すだちの日に紙袋を使用します。洋服が

入るぐらいの大きめの紙袋に名前を大

きく記入して、25 日（木）までに持たせ

てください。 

 

慣れ保育スタート 

4 月から入園し、ながかみの新しい家族と

なる子どもたちの慣れ保育がスタートし

ます。親子ともに緊張し新生活に入って

きます。保護者の皆様には、あたたかく見

守ってくださいますようお願いします。

在園児も、一つずつ上のクラスのお部屋

に移動を終え、新生活をスタート。特に新

れもんさんは新しいリュックを背負い、

誇らしげな表情でお兄さんお姉さんにな

った喜びと不安を胸に一足早く進級しま

す。ご家庭でもそんな子どもたちを見守

り応援してあげてください。 

Koronade  

 家庭保育のご協力をお願いします。 すだち お知らせ 

コロナで始まりコロナで終わろうとしている今年度

も、いよいよ卒園進級の季節を迎えました。 

新しい生活様式がスタートし、迷いながら戸惑いなが

らの日でしたが、そんな中でも子どもたちのたくましく

逆境を力に変えていくパワーに勇気付けられること度々

でした。玄関での涙の別れがいつしか笑顔とバイバイに

なり、今では荷物の入ったトートバックをズルズルと部

屋まで運び、登降園時はお母さんが持つのが当たり前だ

ったリュックを自分で背負うことが当然となり、布団の

入った大きな袋を自分で2階の部屋まで運んでしまう姿。

また、布団シーツが入らなくて 30 分以上悪戦苦闘してい

たのに、要領よく四隅を入れて、テキパキと片付けてしま

う変貌ぶりです。みんなみんな「自分のことは自分でや

る」早い遅いではなく、その子のペースとその子のやり方

で着実に身につけていく姿を、日々目の前にして、底知れ

ぬ子どもたちの姿に圧倒されてしまいました。その生活

する力こそが遊びへの意欲へとつながっています。 

コロナ禍の自由な時間の流れは、やりたいことが納得

いくまで出来る保障となり、集中力、達成感へと導いてく

れました。どろ山と格闘し、大きな鬼やお雛様を作り上げ

ていく子どもたちとスタッフの姿。朝、窓の外を見ると、

冷たい風の中で背をまるめて、五目並べに熱中している

子どもたち。来る日も来る日も続くその光景…。 

 

ついにスタッフを負かせた感動の日がきました。一方で

は次々に鉄棒に飛びつく子どもたち、前回り、逆上がりに

挑戦中、気付けば朝から 2～3 時間続いています。「今日

は〇〇さんと〇〇さんができました」とスタッフの喜び

の報告にとびっきり笑顔と拍手。 

保育園の中で、午後一番早く外へ出るのが 1～2 歳児で

す。靴箱から迷いなく自分の靴を出すと、どの子も自分で

夢中に履きだします。「やって！」や待っている子はいま

せん。1 人～2 人と時間がかかっても次々に、外へ走り出

して行く後ろ姿は自信にあふれています。 

毎日繰り広げられる子どもたちとスタッフのドラマに

一喜一憂しながら、ドキドキハラハラ喜びの日々です。 

子どもたちは「自ら育つ力を持って生まれてくる」その力

を十分発揮できるように、私たち大人は子どもの「やりた

い！見たい！行きたい！」を保障できる環境であり、共感

感動する仲間でありたいと願っています。コロナ禍で多

くを学んだ一年となりましたが、来年度もこの学びをさ

らに一歩進めて、生活と遊びを作っていきたいと思いま

す。 

一年間いたらぬ事も多くありましたが、皆様のご協力

にスタッフ一同感謝申し上げます。     弘子 

コロナ禍での一年の学び 



 


